
平成30年９月10日一部変更(赤字の部分)

１ 日本サッカーの将来を担うユース(18歳以下)年代のサッカー技術の向上と、健全な心身の

育成を図ることを目的とし、第２種加盟チームが参加できる大会として本大会を実施する。

２ 平成30年度 第７回札幌地区高校ユース(Ｕ－17)サッカー選手権大会 

３ 一般社団法人　札幌地区サッカー協会

４ 一般社団法人　札幌地区サッカー協会 第２種委員会

５ 平成30年10月６日(土)・10月７日(日)

　 〃　 10月８日(月)

６

７ (１)ア 平成30年度(公財)日本サッカー協会の第２種に登録されたチーム・選手であること。

イ 千歳地区サッカー協会所属チームの参加を認める。

(２)(公財)日本サッカー協会により「クラブ申請」を承認された「クラブ」に所属するチー

ムについては、同一クラブ内の別チームに所属する選手を移籍手続きを行うことなく本

大会に参加させることができる。この場合、同一クラブ内のチームであれば、複数のチ

ームから選手を参加させることも可能とする。なお、本項の適用対象となる選手の年齢

は第３種年代とし、第２種およびそれ以上の年代の選手は適用対象外とする。上記(１)

で登録したチームに、第２種に登録した女子については、参加することができる。

(３)選手は、高等学校チームについては、平成12年(2000年)４月２日以降の出生者で、最終

学年に在籍する生徒は出場できない(同一学年での出場は１回限りとする)。それ以外の

チームについては、平成13年(2001年)４月２日以降の出生者であること。

(４)ア 転校後６か月未満の者は参加できない（外国人留学生もこれに準ずる）。ただし、

一家転住等によりやむを得ない場合は、本大会事務局の許可があればこの限りで

はない。

イ 転校を伴わなくても、他の連盟から高体連加盟チームへ移籍する場合は、上記アに

準ずるものとする。ただし、この規程イの適用は当該年度内に限るものとする。

(５)高等学校のチームにおいては、学校長の出場承認を受けたチームとする。それ以外のチ

ームにおいては、学校もしくは組織を代表する者の承認を受けたチームとする。

(６)参加チームは、必ず責任ある代表者が引率すること。

(７)連日の試合に耐えうる健康体であること。

８ (１)チーム編成において、高等学校のチームにおいては、全日制課程・定時制課程・通信制

課程の生徒による混成は認めない。

(２)参加申込書にエントリーできる人数は、引率責任者１名、監督１名、協会登録選手、マ

ネージャー２名以内とする。

(３)外国籍の留学生のエントリーは４名以内とし、そのうち出場できるのは２名以内とする。

(４)部員不足によりチームを編成できない学校については、当該校を含む合同チームによる

大会参加を認める。
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